


整理調査成果中間報告会について

公益財団法人滋賀県文化財保護協会では、滋賀県教育委員会等からの依頼により、県

内各地で埋蔵文化財の発掘・整理調査を行っています。発掘調査で得られた情報は、「現

地説明会」や「報道発表」などを通じていち早く公表しています。また、滋賀県立安土

城考古博物館内の調査整理課では、整理調査の成果についてより深くご理解をいただけ

るように、整理調査成果報告会「あの遺跡は今！」シリーズを平成17年度から毎年２回

実施しています。「あの遺跡は今！」では、新たな資料や成果を公開・展示するとともに、

出土品に直接触れていただく整理作業体験やオリジナルグッズ等の製作などを行ってい

ます。

今回は、メインテーマを『水にまつわる祈り・信仰』とし、水辺の遺跡から出土する

ことが多い人形代や馬形代などの遺物に焦点をあて、水に託した人々の思いを語る出土

遺物の展示と関連遺跡の調査報告会を企画いたしました。

この企画が、滋賀の歴史を体感し、文化財への親しみをお持ちいただくきっかけにな

れば幸いです。

平成25年度に調査整理課で整理調査を実施している遺跡

遺 跡 名 所在地 調査原因 主な時代

清滝寺・能仁寺遺跡 米原市 砂防工事 室町

多景島遺跡 彦根市 琵琶湖総合開発 縄文～昭和

蛭子田遺跡 東近江市 インターチェンジ建設 古墳

長命寺湖底遺跡 近江八幡市 琵琶湖総合開発 縄文～明治

岡山城遺跡 近江八幡市 琵琶湖総合開発 古墳～室町

金森西遺跡 守山市 県道建設 古墳

大溝湖底遺跡 高島市 琵琶湖総合開発 縄文

天神畑・上御殿遺跡 高島市 河川改修 古墳～鎌倉

針江浜遺跡 高島市 琵琶湖総合開発 弥生

森浜遺跡 高島市 琵琶湖総合開発 弥生～古墳

外ヶ浜遺跡 高島市 琵琶湖総合開発 縄文～明治

西浜遺跡 高島市 琵琶湖総合開発 古墳～室町
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  ２．「厄除け」のカワラケ

　多景島の湖底から出土している遺物の種類は多く、その中でも土師器皿が最も

数多く出土し、全体の約半分を占めます。これらの土師器皿は一体何に使われた

のでしょうか？

　まず、食器としての使用方法です。皿として他に同じ土師器の杯や黒色土器の

椀・灰釉陶器の椀などの食器がたくさん出土していることから、これらと同じよ

うに使用されたと考えられます。

　２つめは祭祀に使われた可能性です。近・現代の土師器皿のなかに、内側に「厄

除」と刻印されたものがあります。これはカワラケ投げに使用された皿です。カ

ワラケ投げとは、素焼きの皿を数メートル先の輪などに向かって投げ、カワラケ

がその輪をくぐり抜ければ願いが叶うとされています。カワラケ投げは、京都の

神護寺で酒宴の余興として始められたのがそもそもの発祥だと言われ、各地に広

まっていったと考えられています。元は「厄除」の文字が無かったと考えられま

すから、同時に出土しているたくさんの中・近世の土師器皿のなかにも、カワラ

ケ投げなどの祭祀に使われたものがあるのではないかと推測されます。

　

　

やくよ

「厄除」カワラケ

「厄除」がスタンプされる　
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 ３．経筒の蓋やミニチュアの鏡が出土

　多景島には、江戸時時代に建立された見塔寺の本堂や鐘つき堂があり、日靖上

人 ( にっせいしょうにん ) が自ら刻んだという高さ約 10m の「題目岩」があります。見

塔寺の建立は明暦元年 (1655) で、江戸時代になって日蓮宗の寺院がある島とし

て信仰の対象になり、多くの人が訪れることになりました。このことは、江戸時

代の陶磁器や寛永通寶などの銭が多量に出土していることからもうかがえます。

　江戸時代の前については詳しい資料が無いのですが、室町時代頃と考えられる

銅製の懸仏 ( かけぼとけ ) が出土しています。懸仏とは銅製の板に仏を半肉彫や線刻

したもので、寺院に奉納され祀られるものです。多景島から出土した懸仏は板を

裏から押し出して立体感を持たせたもので、押出仏 ( おしだしぶつ ) と呼ばれていま

す。また、時期は不明ですが、銅製のミニチュアの鏡が出土しています。直径

2.1 ㎝の小さな鏡で周縁に小孔が開けられており、紐 ( ひも ) を通して寺院に奉納

してぶら下げたか、首からぶら下げてお守りなどの用途に使われたなど色々考え

られます。銅製の経筒の蓋も出土しています。かなり腐食が激しく、6 弁の花形

の摘みと天井部の一部が残っています。経筒は平安時代後期に流行った末法思想

による仏滅後の経典の消滅に備える目的でお経を入れて経塚に納められており、

青銅、金銅、石、陶器などで作られています。

　これらの出土遺物は、見塔寺が建立される以前から多景島が信仰の対象であっ

たことを示しています。

　　　　　

　

　

きょうづつ

経筒の蓋

ミニチュアの鏡

懸仏 (かけぼとけ )





7

折り重なるように出土した人形代と馬形代

馬形代(足が付くものもあります。左が頭)

　人形代や馬形代を代表とする木製の形代を使った祭祀は、当時の都や地方の役

所などで行われている儀礼です。高島市内では、上御殿遺跡のほか、旧高島町の

鴨遺跡 ( 人形代・陽物形代・斎串 )・永田遺跡 ( 陽物形代・斎串 )、新旭町の針

江北遺跡 ( 人形代 )、今津町の日置前遺跡（斎串）で出土しています。これらの

遺跡には公的な性格が考えられ、特に、近くに所在する鴨遺跡や永田遺跡との関

係が注目されます。さらに、上御殿遺跡の周辺は港(勝野津）が開かれ主要街道(北

陸道 ) が通るなど、北陸と畿内を結ぶ交通の要衝であり、役所やこの地域の豪族

の居宅等が多く集まっていたと考えられます。
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　人形代は 51 点、馬形代 23 点が出土し、両方を合わせると県内で一番多い出土

数です。このようにたくさんの形代が出土した理由として、実に 300 年以上の長

い期間にわたって祓を行っていた点が挙げられます。人形代は、現在でも祭祀の

道具として用いられており、紙製の人形に息を３回吹きかけて悪気や汚れを人形

に移し、清らかな水に流す大祓 ( おおはらえ ) が知られています。また人形代や馬形

代と一緒に「守君舩人」と 7 列にわたって同じ人名が書かれた墨書人名土器も出

土しました。守君舩人という人物がこの祓の主役だったのでしょう。この人物は

地元の人なのか、都から派遣されてきた役人なのか、7 列にもわたって同じ人名

を書いていることから、よほど強い悪気や汚れを払う必要があったのでしょうか。

　上御殿遺跡で 1,300 年前から数百年にわたり同じ川で行われつづけた祭祀は、

現在の大祓の源流ともいえ、まさに古代のパワースポットといえます。

旧河道内人形代・墨書人名土器出土状況

　墨書人名土器「守君舩人（もりのきみのふなひと）」
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奈良時代から平安時代初めの倉庫群

奈良時代から平安時代初めの建物（居宅か役所の建物の一部）

　

　さて、「守君舩人」なる人物はどこに住んでいたのでしょうか。人形代、馬形

代や墨書人名が出土した川跡の東南側は川底より２ m 以上も高くなっています。

ここから、墨書人名土器や形代と同じ時代の奈良時代から平安時代初め頃の掘立

柱建物群が見つかっています。南側に桁行２間、梁間２間の倉庫と考えられる建

物が９棟、北側に４間 ×１間以上の居宅もしくは役所の一部と考えられる建物が

見つかっています。「守君舩人」がこの地に住む地方豪族であるならばその居宅で、

都から派遣されてきた役人であったなら役所の建物の一部であった可能性が考え

られます。

 なお、「守君」は美濃の豪族である牟儀君 ( むげつのきみ ) と同族とされ、水の祭祀

に関わる氏族と見られています。県内では琵琶湖対岸の彦根市六反田遺跡の墨書

土器に「守君」と書かれた例が 1点あります。














